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ABSTRACT
Shinpouteisanki is the collections of the Sangaku which made by the disciples of Shinpouegen, an
mathematician in Hachinohe. We will confirm some solutions of the problems in Shinpouteisanki. We
will examine the achievements of Shinpouegen, and his disciples ASAYAMA Kawemon, OKUDERA
Mantei and OGATA Tametaka.
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る. 真法弟算記の序文には「· · · 愚予集　斯而
号眞法　　　　為之自持不敢為之他見云 奥　
南部 八　 淺山嘉右衛門 眞法賢末　 今











一 寛保三年亥 閏四月七日 養父平四郎家督無
相違被仰付
一 寛保四年子正月十一日常火廻被仰付




一 同年 三月三日 下御台所御免飼料奉行被
仰付



























• 立天元一 ∼： ∼を xとおく.
• 　 (段): 個.
• 寄位: 計算した結果をひとまずおいておく.

























代藩主の信依を指す. 寛保二年 (1742 年) に親
の跡を継いで八戸藩士となり, 明和五年 (1768
年)に隠居している. また,藩日記では複数回久
慈や江戸へ行っている記述がある. 図 1 と図 2
が問題とその解答の原文の書き起こしである.
(1)問題内容
3 つの円を内包する長方形があり, その内 2
つの小さい円は残りの大きな円を支えるよう
に配置されている. 大円の直径と小円の直径の
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 2 図 1の続き. 解答自体は,黒野氏が亀戸天神に掛けた「直方円算」の別術であるとの記載がある.
うにするとき,斜辺の長さは r/2+R/2となる.
よって,条件は













































⇒ {r3 −5(r+R)}2 = 25{(r+R)2 − r2}.
⇔ r6 −10r3(r+R)+25r2 = 0.
⇔ r2{r4 −10r(r+R)+25}= 0. (3)
r ̸= 0かつ R = r+3を代入すれば,
0 = r4 −10r(2r+3)+25
= r4 −20r2 −30r+25
= (r−5)(r3 +5r2 +5r−5) (4)
となる6. 解は r = 5と 0 < r < 1に存在するが,
0 < r < 1の解は式 (2)を満たさない (左辺が負






6 12) の解答では大円の直径を xとして
(x−3)2(x4 −12x3 +34x2 −18x−9) = 0
となっているが正しくは
(x−3)2(x4 −12x3 +34x2 −18x+16) = 0.
13) にも解答が載せてあり, 本解答と同様の内容で
あるが, (r − 5)(r3 + 5r2 + 5r + 5) = 0 と最後の符
号だけが間違っている. 正しくは本解答のように
(r−5)(r3 +5r2 +5r−5) = 0である. また,そこに
記載されているもう 1つの解である r ≒ 0.6は,両
辺を 2 乗した際に消してしまった条件に不適合の




























の長さの 2乗の差をとると, 59歩. 大辺から中
辺を引いた差に中辺から小辺を引いた差を掛け





(大辺)(小辺)− (中辺)2 = 59, (只云)
{(大辺)− (中辺)}{(中辺)− (小辺)}= 28,
(又云)









= {(壮)2 +(幼)2 − (盛)2}2(老)2
を整理すれば
4(中辺)2(小辺)2{(円径)2 − (大辺)2}
= (円径)2{(中辺)2 +(小辺)2 − (大辺)2}2
(初右式)
となる7. また










をそれぞれ a, b, c とすれば a > b > c(> 0) で
あり,条件を整理すると
ac−b2 = 59,


































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 ·872 +4 ·1992.
(8)
ここで, ある自然数 n に対して 5 · 872 + 4 ·
1992 = n2 が成り立つならば
5 ·32 ·292 = n2 −4 ·1992
= (n−2 ·199)(n+2 ·199). (9)





となる (符号が − のものは r2 < 0 となり不
適). したがって, r = 5 ·29/8 = 145/8. ここから
b = 29. 残った a, cに関しては式 (5)より a > c
から{
ac = 900,
a+ c = 61. ⇔
{
a = 36,



























































































































































































































































































































































































図 4 図 3の続き. 問題は尾刀の同門のもとへ出題されたものであるとの記載がある. その問題に角を 1つ加え
て新たな問題 (遺題)を作成したとある.
丙辺の 2 倍から乙辺を引くと 22 歩. さらに丙
















C, 長さ d の辺を底辺とする三角形の頂点の角





+2c−22, b = 2c−22, d = 130− c
5
(13)
と c, r のみで a, b, d が表せる. 四角形を分割し
た各二等辺三角形で余弦定理を考えれば, 頂点
角が Bの三角形では












































































































































































= 2r2 −2r2 cosA (20)





= 2r2 −2r2 cos(2π −B−C−D)
= 2r2 −2r2 cos(B+C+D). (21)
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